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第 19 回 芝富士地区まちづくり協議会 

議事要旨 

（１）日時 

  平成２６年１１月６日（木）午後６時３０分～８時１０分 

（２）場所 

  芝富士公民館 １階ホール

（３）出欠者（会員数１２名）

・会 員：１０名（欠席者２名） 

・事務局：川口市６名、㈱首都圏総合計画研究所３名 

（４）議事次第 

１）開会 

２）部会員の選定について 

３）両部会の進め方について 

４）その他 

５）閉会 

【配布資料】 

・次第 

・資料１：部会員の選定について 

・資料２：両部会の進め方について 

▲当日の意見交換の様子           ▲資料の説明の様子 
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（５）議事概要 （○：協議会会員、→：事務局） 

１）開会 

２）部会員の選定について 

 「事務局より資料説明」 

〇全員：異議なし。 

３）両部会の進め方について 

「事務局より資料説明」 

〇：両部会で当日の成果を報告しあうことは必要なのか。協議会と部会は順番に開催す

ることになると思うので、仮に部会の話の筋が大きく逸れそうな時は、協議会の場で

軌道修正して、それを次の部会の冒頭で話してもらえば良いのではないか。 

→：部会ごとの報告については、お互いの報告を聞くことで気づきが生じることもある

かと思い、提案させていただいた。 

〇：部会の扱うテーマによっては、話し合う頻度も違ってくるので、まずは部会で扱う

テーマを話し合うべきではないか。また、部会はいつまで実施することになるのか。 

〇：部会の存続期間は最長でも協議会の存続している期間である。役割がなくなれば、

協議会よりも先に解散することもあるだろう。部会の開催日時は参加者の都合による

ので、基本的に両部会が同一というのは賛成しかねる。 

〇：両部会について、市とコンサルの担当者は具体的に決めてもらえると話を進めやす

いのだが、事務局はどう考えているのか。 

→：市、コンサルともに担当者は決まっている。テーマについては、部会員の任期を

H28.3.31 として応募をしたので、任期までにある程度の方向性が出せるようなテーマ

としていただけると良いかと思う。 

〇：任期を 1 年とし再任は妨げないとしているだけであり、1 年で結論が出せるテーマ

にする、という点は違うのではないか。 

〇：あまり急いで疲れても良くないので、両部会でスピード感は考えてほしい。 

〇：２号線がかなり進んでいるので、少なくとも道路部会は焦らなければいけないと考

えている。H28.3 までには基本的な考えをまとめておきたい。そうしなければ、道路

整備の進捗と合わなくなるのではないか。その辺りは意識して進める必要がある。 

→：芝富士児童遊園の道路状仮整備と、ホームヘルパーステーション跡地の公園状仮整

備は今年度から来年度当初にかけて実施したいと考えているが、ホームヘルパーステ

ーションを解体したことで、ホームヘルパーステーション跡地は公民館の地盤面より

も 30～40cm ほど低いことが判明した。これにより、土留めの必要性が生じ、現在検

討中である。 

〇：町会の倉庫の問題もあるので、整備する時期が明確になったら早く教えてほしい。 

→：了解した。 
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→：１点話し合っていただきたいのだが、今後、部会に入りたいという人が出た場合ど

うするか。協議会で話し合うのか、部会で決めるのか、あるいは受け入れないのか。 

〇：決定権は協議会にあると思う。まずは部会で検討を行い迎え入れたいのならば部会

から協議会に推薦して、協議会で決定することが良いと思うがいかがか。 

〇：異議なし。 

→：募集の要領は先日の募集チラシと同様で良いか。募集チラシから募集の〆切がなく

なったイメージになる。 

〇：異議なし。 

〇：〆切が無くなったのではなくて、期限は過ぎたが特別に受け入れる、ということに

なると思う。期限が無かったことにしてしまっては問題であろう。 

〇：正副会長は部会にどのように参加するのか。 

〇：基本的に参加はしない。 

〇：通常このような場合は、どちらかの部会を担当しオブザーバーとして参加するので

はないか。 

〇：それについては以前話し合い、正副会長の負担を軽減するため、部会への参加はし

ないことになった。 

〇：了解した。 

～以下、両部会に分かれ、第１回部会に向けての話し合いを行った。本記録では、決定

事項のみ記載する～ 

■道路部会 

決定事項 

（１）部会の進め方 

・部会で、当面は月１回（第３火曜日）、状況に応じて調整するという

案で相談する。 

・記録は、詳細なものでなく要点整理でよい。板書をコンサルタントが

サポートする。 

・第１回部会では、暫定の部会長が司会を務める。 

・平成 28 年 3 月を目処に部会の考えをまとめていく。 

・第１回部会で、第２回部会に向けて街の道路についての課題を考えて

きてもらうとよい。 

・最初は、全体の交通体系（一方通行・相互通行）を検討し、その後、

各メンバーから出してもらうテーマ（例：無電柱化、緑道、自転車レ

ーン、など）の検討を進めるとよい。 

・検討を始めるにあたって、各団体の取り組みがあれば共有するとよい。

（２）第１回部会で必要な資料 

・整備計画図（芝富士地区まちづくりニュース１号） 

・一方通行、相互通行の路線図 
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■公園部会 

決定事項 

（１）部会の進め方 

・１～２ヶ月に１回の開催とする。 

・開催日時は部会員全体で相談して決める。 

・司会は部会長、書記はコンサルタントとし、部会長が不在の場合は副

会長が司会を務め、コンサルタント不在の場合は部会員の中から書記

を決める。 

・第１回部会では、暫定の部会長が司会を務める。 

・部会の開催案内には「欠席する場合は、必ず連絡してください」と明

記する。 

（２）第１回部会で必要な資料 

・芝富士地区まちづくり協議会ニュース１号、１５号 

・辻広場に関する資料 

・地区内の公園、広場、大規模農地等のリスト（面積の一覧） 

・以下の面積を図示したものを用意する。 

ⅰ）住市総事業における公園の整備目標面積（5,000 ㎡） 

ⅱ）現在の公園面積（2,200 ㎡） 

ⅲ）ⅱにホームヘルパーステーション跡地を加えた面積 

４）その他（市より報告） 

・11/11（火）～11/26（水）まで、地区計画の指定、53 条の解除、準防火地域の指定

に関する縦覧期間となる。期間中は市街地整備室で毎日実施する。 

・住まいの相談会を 11/29（土）の午前中に開催する。告知のチラシは 11/14（金）前

後に配布予定である。 

・ホームヘルパーステーション跡地は建物の解体が終わったが、予算が厳しい状況であ

る。今年度と来年度で、予算を確保して跡地を一定範囲使えるように整備するつもり

だが、しばらくは今の状態のままとなる。 

５）閉会 

★決定事項 

・第 20 回協議会は、平成 26 年 12 月 9 日（火）18 時半～、芝富士公民館（ホール）で

開催する。 

以上 


